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節 ･高橋健治 ･深町博史 (1994):グルコ
コルチコイドによるペプシノゲン･カテプシ
ンE退伝子の発現調節.第67回日本生化学会
(1994年9月,吹田,大阪).生化学,66:777.
ニホンザル野外観察施設
大沢秀行 (施設長･兼)､･東 滋･渡辺邦夫
足沢貞成l)･山口直嗣2)･軍地富士夫2)
本施設の運営は上記3教官のはか､鈴木 晃 ･
山瞳寿一･森 明雄によって進められた｡1994年
度の各研究杯の状況は次の通りである｡
1.寺島観察所
幸島の群れは1948年以来の蓄積された資料をも
とに､野外故寮施設の中では独自の位置を占めて
いるJ｡主群のボスになったのが老齢のノソ(26才)
であり､早めの交代が予想されていたのだが､
'94年3月の時点ではなおその地位を保っている｡
しかし第2位のオス､ミミズ(22才)をはじめとし
て数多くの個体(13頭)が年度内に死亡した｡ま
た確認された7頭の出産のうち､生存したのはわ
ずかに2頭である｡昨年の台風によって島内の森
が荒らされ､食物条件が恵かったためと思われる
が､島内の個体数はオス48頭､メス39頭の計87頭
1)教務補佐員 2)技官
まで減少している(内17頭はマキグループ)｡この
2-3年の動きから､ノソの後を継ぐかと思われて
いたヨタカ(13才)が､冬になってマキ′グループに
移籍したため､第4位であったコゲラ(20才)がノ
ソと共に主群では中心的な位置を占めるようになっ
ている｡今年は台風により砂が流されたため､昨
年ほどでななかったが､春から夏にかけて島が地
続きになり､サル番を出す日が多かった｡今年度
は京大大学院の亀井による子ザルの社会化過程の
研究の他､宮崎大学の堀井､山中による内部寄生
虫の研究､バネッサ･へイズのよる頼袋の使用に
関する研究などが行われた｡また2月には霊長研
の庄武､木村をはじめとする10数名の参加の下､
一斉捕獲調査が行われ近親交配の影響などに関す
る総合的研究がはじめられた｡これまでに集積さ
れた幸島のサルの骨格標本が50体近くなり､野生
群で年令の判る資料としては他に無い負蛮なもの
となってきている｡今年度も岡山理科大甲加藤が
歯の攻耗の研究をするなど､模本の使用希望者が
増えてきている｡また昨年に引き続き､理学部附
属瀬戸臨海実験所の久保田信によって､ヒドロ虫
網の系統分類学的研究のための標本採取も行われ
た｡景気の悪化により幸島ビジターセンタ 建ー設
の話は先送りされ､当面幸島観察所束の土地は展
望台として整地されることになった｡文化庁の指
導により｢幸島猿生息地保護対策検討委員会｣が
発足しているが､これまでの経緯を踏まえた上で､
天然記念物としての ｢幸島猿生息地｣の保存管理
計画書を2年ほどかけてよりきちんとしたものに
まとめあげることが決定された｡
2.下北研究林
'94年12月後半から'95年1月前半にかけて佐井
村中北部の一斉調査を行った｡
Z2群は31頭､Y群は29頭でありZl群は今年度も
見つけられなかった.Z2群ば93年度51頭､Y群
は46頭いたので､いずれも大幅な減少であった｡
サブグルービングをしているのかも知れないとい
うことで広く調査してみたがそれらしきものは発
見できなかった｡
また共同利用研究で綿貫 豊 (北大･農)･中山
裕理は､ヤマグワの冬芽を除去して､サルによる
食圧にヤマグワがどう反応するかを調べ､森 美
穂は､Ar群を一冬追跡することによって遊動パ
ターンと行動の時間配分に関する研究を行ったo
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